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１．地域における多様な交通手段と住民 

 

 地域には、自ら交通用具を操作して移動する交通手段

(歩行、車いす・カート、自転車、バイク、車など)以外

に、他者が操作して移動サービスを提供してくれる様々

な交通手段がある。これらを、道路運送法4条/78条許可、

営利・非営利、乗合・非乗合の軸で分類すると、概ね、

次のようになる。なお、スクールバスや訪問介護員等に

よる有償運送許可は同法78条3号に規定されているが、

表－1からは除いている。 

 

表－1 他律型地域交通の分類 

 営利 非営利 

 乗合 非乗

合 

乗合 非乗

合 

道路運送法4条 

(乗合事業) 

バス 

(R,FR,DR

)、乗合T 

T C バ

ス/T

 

同 法

78 条

2号 

(自家

用 有

償 運

送) 

市 町

村 運

営 有

償 運

送 

交 通

空 白

輸送 

   

福 祉

輸 送

(会員

制) 

   STS 

過疎地有償運

送 

  C バ

ス/T

 

福祉有償運送

(会員制) 

  STS 

注）R=路線固定、FR=路線非固定、DR=デマンド対応、C バス=

コミュニティバス T=タクシー、STS=移送サービス(乗車定員

11人未満の車両を使用) 
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一方、地域住民にも多様な人々がいる。自力で不自由

なく移動できる人から、車いすでしか移動できない人、

手や目や耳が不自由な人、人の力を借りなければ移動で 

きない人など様々である。 

 しかしながら、先に述べた様々な地域交通が、このよ

うな地域の多様な人々のニーズを受けて、それぞれの交

通機関の特性を生かして、効果的効率的に提供されてい

るとは言いがたい状況にある。歴史的にみると、営利乗

合事業を核として発展し、近年、このサービスでは救え

ない人たちに対して対処的に非営利の地域交通サービス

が提供されるようになったと解釈できる。いまだ非営利

で提供しているサービスは量質とも発展途上であり、営

利乗合、非営利乗合、ドアツードア型サービスの体系的

サービスの提供の仕組みを構築する必要に迫られている

といえる。 

このことは、道路運送法において、市町村が運営す

るバスにおいては、地域公共交通会議での合意が必要と

され、また、過疎地・有償運送においても協議会での合

意が必要とされることより、各交通システムが、地域の

利用者のニーズや身体特性に応じて、どのような分担関

係にあるべきかが問われるようになってきており、地域

交通における体系的サービスの提供方法の仕組みを構築

することがより緊急の課題となっている。 

 

２．交通サービス提供に向けたアプローチの仕方 

 

 従来の地域交通サービスの提供は、利用者/住民本位

というより、果たしてこのバス事業は成り立つかどうか

といったように事業者本位であった。需要として顕在化

したものがすべてであり、それが結果でもあった。本論

では、地域交通サービスは、人々の"福祉"の向上に資す

るものとの原点に立ち、人本位で考えることにし、次の

アプローチを取る（図－１）。 

 ステップ1：人々の「生活機能」確保の視点から地域

交通における交通サービス水準を考える 

ステップ2：人々の「身体機能」からみた交通サービ

スの提供方法を考える 

ステップ3：生活機能確保と身体機能の特性の両面か

らみた地域交通システムの構築方法を考える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 地域交通システム構築に向けたアプローチ 

 

３．生活機能確保の視点からの交通サービス水準 

 

（１）人間発達の階層性１） 

日々の生活を通して、人は成長し発達する。今、

「生命を守り、健康を維持・増進し、自らを成長・発達

させ、立派な社会人となる」を人間像と仮定した場合、

下記のフェーズを段階的に考えることができる（図－

２）。 

 

フェーズ１：生命を守る 

     ・通院（通所） ・買物 など 

フェーズ２：健康を維持、増進する 

     ・通所（通院） ・買物 ・スポーツ など 

フェーズ３：暮らしを維持する 

     ・通勤 ・業務 ・通学 ・買物  

・社会的サービスの受給 など 

フェーズ４：社会生活を営む 

     ・社会的活動に参加 など 

フェーズ５：成長・発達に貢献する 

     ・教育 ・文化 ・スポーツ ・娯楽 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 人間発達の階層 

 

しかしながら、わが国においては、個人間（マイカ

ーを自由に使える者とそうでない者）、地域間（公共交

通が便利な地域とそうでない地域）におけるモビリティ

格差は存在し、また拡大傾向にある。病気になっても通

院できない、日々の買物にも困る、タクシーを呼ぶと何

万円もかかる、といったように、先に示した人間生存の

基礎であるフェーズ１の生命を守るといった点すら危う

くされているのが現状である。この現状を打破するため

に、安価に利用できる交通サービスの提供が切に必要と

されている。 

 

（２）生活機能確保と交通サービスの位置づけ 

 前項で示した考えは、同時に個人の生活機能確保に対

する社会的保障の優先順位を示している。個人の力にお

いて、生命の保全すら危ぶまれている状況においては、

社会的な支援が必要になる。そのときの一つの重要な要

素に、交通サービスがあるということを社会的に認識し、

保障的な制度化を図る必要があるが、わが国はフランス

等にみられるような交通基本法がないように、残念なが

らそうはなっていない。 

 また、社会的な交通サービス保障は、社会の発展段階

において保障内容を高度化・豊富化することが求められ

る。生命の保全段階から健康の維持・増進、さらに人間

発達へとの交通サービス提供を、市場経済との適切な分

担関係において、公共と民間、そしてNPO等の第3のア

クター部門が協力・連携しながら進めることが必要だ。 

 

（３）生活機能の抽出と重要度２） 

では、生活機能といった場合、どのような機能が考

えられるのだろうか。図－２において大枠は示したが、

ここでは少し詳しくみることにする。 

生活者の立場で、個々人の機能を考える場合、機能

にも階層性がある。たとえば「歩いて職場に行き、働き

収入を得、家族を養うことができる」といった場合、

「歩くことができる」という機能の上に、「職場で働き

収入を得ることができる」という機能が重なり、さらに

「家族を養うことができる」という機能が加わるという

3層構造をなしている。 

このように機能を考えると無数に存在するが、筆者

ら３）が高齢者の日常の外出行動を対象に、外出目的に

着目し、機能の抽出を行ったところ、表－４に示すよう

に 13 種類の機能が主なものとして抽出できた。これら

の外出機能は、各個人間で重要度の置き方は異なる。あ

る人は美容を最優先するかもしれないし，ある人はスポ

ーツを最優先するかもしれない。元気な人は通院・通所

機能の重要性を忘れるかもしれない。このように個人の

ニーズによる重要度の表現においては、満たされた機能

「生活機能」確保の水

準の検討 

地域で利用可能な交通

手段の抽出 

移動/交通のサービス

水準の設定 

交通手段別対象とする

利用者属性の特定

マッチング 

地域交通システムの構築方法の提案 

生命の保全 

健康増進・ 
暮らしの維持 

発達 
成長 



の重要性を忘れがちという危険性をはらんでいるという

点に注意すべきである。 

 

表－４ 抽出された機能 

通院 スポーツ 

買物 芸術鑑賞・スポーツ観戦 

公的機関・金融機関での用事 散歩・ハイキング 

理髪・美容 外食・パーティ 

親族友人との面会 墓参り 

仕事・ボランティア 旅行 

教養・習い事  

 

（４）社会的に提供すべき交通サービス水準 

 個々人のニーズに基づく生活機能の重要度や水準は、

現状に制約され、個々で異なるのは当然であるが、社会

的な交通サービスの提供を考えるとき、人間発達保障の

立場に立った規範的アプローチにより、生活機能確保の

ための交通サービス水準を決めることが必要である。 

たとえば、独居老人で車がなく通院が必要な人に対

しては、病気の状態と食生活等を加味して、最低限週 1

回の通院と買物が必要だとか、といったように地域に住

む人々すべてを頭に浮かべ、その人の暮しのあり方、そ

して移動・交通のあり方を考え、現状で目標とすべき社

会的に提供すべき交通サービスの水準を考える、といっ

たように。 

 

４．身体機能からみた交通サービスの提供方法 

 

（１）移動と心身的機能 

 人は移動ニーズを満たそうとするとき、自らの心身的

機能に対応して、利用可能な交通手段の幅が決まる。た

とえば、歩くことの不自由なく、自転車やマイカーも自

由に使え、公共交通機関も比較的サービスのよい人と手

足が不自由で電動車いすで移動している人とでは、利用

可能な交通手段の幅に大きな開きがある。 

 そのとき、人々の利用可能な交通手段を判定するには、

下記のような移動時に必要とされる機能に注目する必要

があろう。 

【身体的機能】 

・移動能力 ・操作能力 ・視覚 ・聴覚 など 

【心的機能】 

・認知 ・認識 など 

 

（２）身体的機能からみた利用可能交通手段の判定４） 

 ここでは心身的機能の中で、とくに身体的機能に着目

した場合の利用可能な交通手段の判定方法を示す。表－

５は下記のようにして求めた表である。 

交通サービスを利用する際に必要な「ベッドから車

いすへの移乗」や「車内での姿勢保持」など動作を日常

の動作の中で類する行動を集め、移動制約の状況を表現

する項目を作成した。加えて、ICF(国際生活機能分

類)5）を参考とし、項目の不足を補った。さらに、地域

的な事情を反映するため、地元の身体障害者福祉センタ

ーに勤務する理学療法士に助言を求め、調査項目を作成

した。表－5 には、ノンステップバスを利用して、外出

が可能かどうかを判断するために関連がある項目を示し

た。移送サービスを利用する場合、停留所まで歩行する

必要がないことから、「歩行･走行距離」などの項目が

不要である。移送サービスを利用して、外出が可能かど

うかを判断するために関連がある項目は＊を付けた項目

である。 

 
表－5 移動制約の状況を表現する項目 

移乗＊ おじぎ＊ 

座位の保持＊ 座位における加速度への対処＊ 

補助器具＊ 段差の上り下り＊ 

荷物の持ち運び＊ 歩行･走行距離 

小走りや早足 幹線道路の横断 

障害物の回避 左右に傾いた床上での移動 

スロープの上り下り 立位における加速度への対処 

介助者の有無  

注）＊＝移送サービスの利用可能性判断に必要となるもの。 

 

 このような身体機能の状況を把握する項目により、 

介助無しでのステップ有バス、ノンステップバス、セダ

ン型タクシー、福祉タクシー、移送サービスなどの利用

可能性や、同じように介助付の場合はどうかなどを判断

し、各人が住んでいる地域において利用可能な交通手段

の選択肢を抽出するのである。 

 

(３)交通手段別利用層の推定 と必要な交通手段の検討 

 地域おいては、表－１に示すような交通手段のうち、

すべてが存在する場合もあるし、一部しか存在しない場

合もあろう。前項で示したような判定方法により、地域

に存在する交通手段を対象に、利用可能な人々の拾い出

しを行う必要がある。そして、個々の交通手段で利用可

能層を集計するとともに、いずれの交通手段も利用でき

ない人たちが存在する場合は、新たな交通手段の導入に

ついて検討し、この交通手段の利用可能層の推定行う。

これらの検討フローを示したのが、図－３である。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 身体機能からみた交通手段別利用可能層の推定 

 

５．生活機能確保と身体機能の特性の両面からみた地域

交通システムの構築方法 

 

 前項までに、QOLの視点からみた各人の目標とする交

通目的別の交通サービス水準の求め方を示すことができ

るとともに、各人の身体機能に応じた利用可能な交通手

段の特定の仕方を示した。この成果をもとに、最終的に

地域における交通手段別交通サービス供給計画の策定に

至る概略的なプロセスを示したのが、図－４である。 

① 各人の交通サービス水準の目標設定ができた後は、

交通目的別トリップを時空間上に落とし、 

② 利用可能な交通手段を抽出し、交通手段別にこれ

を一定期間の間(一週間、一月、一年といった単

位)で集計する。 

③ 続いて、対象地域全員について同様のことを行い、 

④ 交通手段別に集計化を行う。 

⑤ 最後に、この交通手段別に需要にマッチしたサー

ビスの供給計画(路線ダイヤ固定型、フレキシブ

ル・デマンド型、ドアツードア型などにおける路

線、ダイヤ、料金、頻度など)を策定する。この

とき、交通手段の適正分担関係、サービス供給主

体、財源計画など検討する事項は多い。 

 

６．おわりに  

 

 本稿は、小規模な交通需要が発生する地域における交

通サービスの提供方法について、"福祉""QOL"向上を目

指して、一人ひとりの顔が見える交通サービス供給計画

の概略的な方法を試論的に示したものである。大枠の交

通計画策定の流れと各論で示した考え方について討議を

深めれば幸いである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 交通手段別交通サービス供給計画の策定手順 
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